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（公財）日本植物調節剤研究協会
兵庫試験地　須藤　健一滑莧，馬歯莧（スベリヒユ）

スベリヒユ科スベリヒユ属の一年生草本。コンクリー
トや歩道の割れ目，庭，道端，田畑など，およそ日の当
たるところならどこにでも生える。また，どこに生えて
いても誰にでも分かる。畑に生えると害草となる。茎は
しゃれた色の赤紫色。全草，無毛で多肉質。茹でると粘
りがあって，元祖「ねばねば食品」。ネットの中には調
理法が溢れている。

古来から目に付いていたようである。万葉集に，その
粘りを男女の間に喩えた相聞の東歌が 1 首だけある。

入間道の　大家が原の　いはゐ蔓　引かばぬるぬる　
吾にな絶えそね　（巻 14）

入間道（いるまぢ）の大家（おほや）が原に生える「い
はゐつら」は，引っ張るとぬるぬると寄ってくる，その「い
はゐつら」のように，お前も私に寄ってきて欲しいもの
だ，と詠う。この「いはゐつら」がスベリヒユだという。

一方，多肉質ゆえになかなか乾燥させられない。ある
学校で，生徒が夏休みの宿題に腊葉標本を提出してきた。
その標本を理科室に積み上げておいたところ，ゆっくり
だが成長しているように見えた。台紙から剥がしてコッ
プの水に挿したところ，見事に生きかえったという。

「粘り」強い，たくましい生命力である。

田畑の草
くさぐさ
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